
(千種区　18.18K㎡）

総数 男 女 世帯数 人口

1 千 種 5,473 8,782 4,446 4,336 △ 19 △ 14

2 千 石 3,917 6,646 3,410 3,236 △ 10 △ 13

3 内 山 5,546 7,873 4,192 3,681 △ 15 △ 20

4 大 和 3,423 6,664 3,263 3,401 △ 6 △ 15

5 上 野 7,370 15,477 7,599 7,878    2    26

6 高 見 7,232 13,213 6,308 6,905 △ 24 △ 45

7 春 岡 6,817 11,002 5,761 5,241 △ 17 △ 26

8 田 代 11,194 21,870 10,415 11,455 △ 25 △ 18

9 東 山 10,286 19,310 9,441 9,869 △ 31 △ 40

10 見 付 4,393 8,254 4,155 4,099 △ 7 △ 24

11 星 ケ 丘 3,467 6,816 3,053 3,763    8    18

12 自 由 ケ 丘 3,595 7,323 3,322 4,001    8    30

13 富 士 見 台 6,490 15,304 6,984 8,320    17    19

14 宮 根 3,754 8,070 3,737 4,333 △ 19 △ 37

15 千 代 田 橋 3,699 8,338 3,942 4,396    1    2

86,656 164,942 80,028 84,914 △ 137 △ 157

86,457 165,276 80,231 85,045    75    13

199 △ 334 △ 203 △ 131 △ 212 △ 170

1,129,314 2,323,994 1,141,405 1,182,589 △ 460 △ 1,287

3,260,957 7,512,158 3,742,872 3,769,286    357 △ 1,719

出 生 死 亡 自然増減 転 入 転 出 社会増減
94 116 △ 22 809 944 △ 135

昭和６０年 163,762 平成１７年 153,118

平成　２年 156,478 平成２２年 160,015

平成　７年 148,847 平成２７年 164,696

平成１２年 148,537 令和　２年 165,245

注）

愛 知 県
（ R3.12.1 ）

令和４年１月１日現在の世帯数と人口

学区名 世帯数
人 口 対前月増減

千 種 区 計

R3.1.1

対 前 年 比

名 古 屋 市

統計なごやweb版　　http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/67-5-0-0-0-0-0-0-0-0.html

前月中の
増減内訳

自然動態 社会動態

【

参
考
】

国勢調査千種区人口 これまでの最大人口と最小人口(千種区)

学区別の世帯数と人口は、令和2年国勢調査結果の本市独自集計速報値であり、後日総務省から公表される
数値とは異なる場合がある。

最大人口

最小人口

173,598 (昭和50年2月1日)

146,727 (平成11年4月1日)



 

千種区の新設住宅着工戸数 

 

今回は統計データ（国土交通省「建築動態統計調査」）に基づいて、新設住宅着工戸数および

1 戸あたりの床面積を見ていきます。 

千種区の令和元年中の新設住宅着工戸数を

見ると（図 1）、多い順に中区（4,074 戸）、

西区（2,621 戸）、中村区（2,498 戸）と続

き、千種区（1,851 戸）は第６位となってお

ります。これは名古屋市全体（27,046 戸）

の約 6.8%を占めています。 

利用関係別の戸数でみると、千種区は持家

89 戸、貸家 687 戸、給与住宅０戸、分譲住

宅 1,015 戸となっています。 

これらの新設住宅着工戸数の、1 戸あたり

の床面積を区別で見てみると、大きい順に守

山区（96.2m2）、天白区（92.3m2）、港区

（91.5m2）と続き、千種区は 68.9m2で 12

番目でした。これは名古屋市平均（73.8m2）

よりも 4.9 ㎡狭い値です。 

 

 次に千種区の新設住宅着工戸数の推移を見

ていきます。（図２） 

昭和６３年以降の利用関係別新設住宅着工

戸数の推移を見ると、総数ではバブル崩壊後の

平成 3 年には前年度比で４０％以上減少しま

した。その後持ち直したものの平成 19 年、平

成24年にも対前年度比で３０％以上減少する

など、右肩下がりの傾向でしたが、平成 30 年

には前年比154％の着工増加となりました。令

和２年には対前年度比で 20％以上の減少とな

り再び右肩下がりの傾向となっています。 

内訳をみると持家は年間３００戸程度で変

動があまり大きくないのに対し、貸家や分譲住

宅は年ごとの変動が大きいことがわかります。

特に分譲住宅は、平成 25 年に 755 戸、平成

26 年には 200 戸、令和元年には 872 戸と年

によって大きな差が見えます。 

図 1:区別利用関係別新設住宅の着工戸数 

および 1 戸あたりの床面積（令和元年） 

図 2: 千種区の利用関係別新設住宅着工戸数の推移（S63～）
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１戸数あたりの床面積 
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